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J75a MAGIC報告 15: Geminga パルサーの観測
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MAGICおよびVERITASによって測定されたCrabパルサーの超高エネルギーガンマ線スペクトラムは、単純
なOuter Gapモデルでは説明がつかず、理論に修正を迫る結果となった。主要な修正モデルとして、K. Hirotani
によるものと、F. Aharonianらのグループによるものがある。 Hirotaniによる修正は、パルサー磁気圏内で電
磁カスケードが起きるというものであり、Aharonianらによるモデルは、パルサー風によりX線パルスが逆コン
プトン散乱されるというものであるが、どちらも Crabパルサーなどいくつかの限られた若いパルサーにのみ適
用可能である。
一方で、Fermi-LATのデータからは、Gemingaパルサーのスペクトラムも単純なOuter Gapモデルから逸脱す
る可能性が示唆されている。Gemingaから超高エネルギーガンマ線が検出されれば、上述の修正モデルでも説明
できず、理論にさらなる改善または変更が必要となる。MAGIC望遠鏡は、カメラおよび読み出し回路のアップ
グレードを 2012年 10月に終え、12月よりGemingaパルサーの観測を開始する。本講演では、観測状況および
データの解析状況について報告する。


